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■ 総 説
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に関する現状と展望



































































や自殺による社会的損失が、約 2 兆 7 千億円であるという試算をしており、国全体として医療経済学
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的にも大きな問題になっている。疫学調査においては、岡山市、長崎市および鹿児島県の地域住民に
対する調査の結果、うつ病の 12 ヶ月有病率は 2.9% と示された（Kawakami, Takeshima, Ono, Uda, 

















近年、認知行動療法を Web や PC を用いて利用する CCBT が、欧米を中心に導入されている。
CCBT は、セルフヘルプ治療の一つであり、うつ病や不安障害に中程度の効果を示すとされ、治療
にかかわるスタッフの人的資源を少なくすることができるとされる (Ludman, Simon, Tutty, & Von 
Korff, 2007; Mackinnon, Griffiths, & Christensen, 2008)。また、個人の裁量によって時間や場所を
選択して治療を進めることができるほか、費用対効果の点からも有用であると考えられている。
セ ル フ ヘ ル プ CBT の 発 展 の 基 礎 は、 う つ 病 (Anderson, Lewis, Araya, Elgie, Harrison, 
Proudfoot, Schmidt, Sharp, Weightman, & Williams, 2005; Cuijpers, 1997; Gellatly, Bower, 
Hennessy, Richards, Gilbody, & Lovell, 2007)、 不 安 (Hirai & Clum, 2006; van Boeijen, van 
Balkom, van Oppen, Blankenstein, Cherpanath, & van Dyck, 2005)、不眠 (van Straten & Cuijpers, 
2009) などの問題に関する CBT 的介入において侵襲性の低いものとして登場した背景がある。あるメ
タ分析においては、セルフヘルプ CBT は、弱い程度から中程度の重症度に限定された場合に、効果を
示すという報告もある (Couell & Morris, 2011; Van't Hof, Cuijpers, & Stein, 2009).
Cuijpers & Schuurmans (2007) は、セルフヘルプ治療について、全体に心理学的治療をメンタルヘ
ルスの問題に適用した、定式化されたプロトコルによる治療、と定義している。セルフヘルプ治療は、
問題に関する情報・説明・エクササイズから成り、書籍、コンピュータにおけるソフトウェア、イン






(Gellatly et al., 2007; Gould & Clum, 1993; Hirai & Clum, 2006; Marrs, 1995; Newman, Erickson, 
Przeworski, & Dzus, 2003; Palmqvist, Carlbring, & Andersson, 2007; Spek, Cuijpers, Nykicek, 
Riper, Keyzer, & Pop, 2007).
また、睡眠に関する問題について、セルフヘルプ治療の効果検討が行われている。睡眠に関する
CCBTについては、Vincent & Walsh (2013)により検討が行われている。Vincent & Walsh (2013)は、













例えば、Richards & Richardson (2012) は、抑うつの RCT に関する CCBT のメタ分析を実施した。
CCBT では、その結果、全体の効果サイズは Cohen’s d=.56 であった。また、セラピストのサポート
がある場合は Cohen’s d=.58、ない場合は Cohen’s d=.38 であり、わずかではあるもののサポートがあ
る場合に高い効果を示していた。また、今後の研究では、治療者の要素、治療効果の維持要因、ドロッ
プアウトの原因に関する詳細な検討を進める必要性を指摘している。
また、Farrand & Woodford (2013) は、セルフヘルプ CBT に関する RCT のメタ分析を行った。
その結果、全体の効果サイズは、統制群と比較した場合、中程度の値であった (Hedges' g= − 0.49)。
一方、セルフヘルプのサポートタイプにより、有意な違いは認められなかった (Q=0.85, df=2, p=0.65) 
( ガイド付き : Hedges' g= − 0.53; 最小限のコンタクトのみ : Hedges' g= − 0.55; 完全な自己実践 : 
Hedges' g= − 0.42)。また、電話でのサポート付きのセルフヘルプ治療では、効果サイズが高かった。
さらに、高い効果サイズを示す場合は、臨床的な状況よりも、研究におけるベースライン時の重症度の
高さと関連していた。
Amir & Taylor (2012) は、CCBT プログラムに注意修正課題を加えて、全般性不安障害に関する介
入の効果検討を行った。その結果、不安、心配、抑うつといった症状の変容に効果があることを示し、
79％のプログラム完遂者が DSM- Ⅳの診断基準を満たさない程度まで改善することを示した。
Muller et al. (2011) は、クモ恐怖者に対する Compute-based のセルフヘルプ治療について、１セッ
ションの RCT を実施した。その結果、介入群は統制群に比べてクモ恐怖が減弱し、その効果は 1 か月
後のフォローアップ時まで持続したことを示した。
CCBT に関する質的研究についても探索的に実施されている。Gerhards, Abmac, Arntz, de Graaf, 
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